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研究成果の概要（和文）： 

乳幼児に話しかける時、私達大人は「赤ちゃん向け発話（マザリーズ）」とよばれる独特
な話し方をします。言葉（育児語）も抑揚（プロソディ）も変わるマザリーズの脳内基盤を fMRI
によって調べたところ、育児経験や男女差、個人差によって言語野の活動が変化することが分
かりました。つまり、乳児が言葉を話す前、親が最もマザリーズを使う時期に、母親の脳で言
語野が強く活動することが分かりました。また、外向性の性格が高い母親ほど活動が強まるこ
とも分かりました。 
 
研究成果の概要（英文）： 

Adults typically address infants in a special speech mode called infant-directed speech (IDS). IDS 
is characterized by a special prosody (i.e., higher pitched, slower and hyperarticulated) and a special 
lexicon (“baby talk”). Here we investigated which areas of the adult brain are involved in processing 
IDS, which aspects of IDS (prosodic or lexical) are processed, to what extent the experience of being a 
parent affects the way adults process IDS, and the effects of gender and personality on IDS processing. 
Using functional magnetic resonance imaging, we found that mothers with preverbal infants showed 
enhanced activation in the auditory dorsal pathway of the language areas, regardless of whether they 
listened to the prosodic or lexical component of IDS. We also found that extroverted mothers showed 
higher cortical activation in speech-related motor areas than did mothers with lower extroverted 
personality scores. Increased cortical activation levels were not found for fathers, non-parents, or 
mothers with older children. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 乳幼児に話しかけるとき、私たち大人は、
意識するしないにかかわらず、声が高くなり、
抑揚をつけた独特の韻律で話します。日本語
では、「あんよ」や「ねんね」といった育児
語（幼児語）も使われます。マザリーズとも
呼ばれるこの現象は、ほぼすべての言語圏や
文化圏で見られ、個人差はあるものの、老若
男女を問わず口を突くことから、ヒト共通の
メカニズムがあると考えられています。乳幼
児もマザリーズを好んで聞きます。そのため、
マザリーズによる言葉の獲得や情動の発達
への影響に注目した研究が続けられていま
す。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、大人にとってマザリーズはど
のような機能を持っているのかに注目しま
した。大人側の高揚感、または、子どもに言
葉を伝えようという意図を表しているとす
ると、育児経験による違いや男女差、個人差
がある、という仮説を立てて検証を行うこと
にしました。 
 
 
３．研究の方法 
 

 本研究では、育児経験の有無や性差によ
るマザリーズの違いを調べるために、6つの異
なるグループ（1）親の経験のない男性と（2）
女性、（3）前言語期乳児の父親と（4）母親、
（5）二語文期幼児の母親、（6）小学一年生
児童の母親に調査協力を依頼しました。参加
人数はそれぞれ20名程度で、fMRIを使いマザ
リーズにかかわる脳活動を調べました。当初
は、装置の中でマザリーズを話してもらい、
脳活動を観察することを計画しましたが、口
を動かすと頭が動き、脳の信号を観察するこ
とができません。しかも、マザリーズは大げ
さに話すことが特徴のため、装置の中でマザ
リーズを話す方法は断念しました。 

1996年、イタリア・パルマ大学のジャコー
モ・リゾラッティ教授らのグループによりミ
ラーニューロンが発見され、他人の動作を見
ただけで、その動作を模倣するような脳活動
があることが明らかにされました。しかも、
動作や運動の経験を積むと、活動が強くなる
という報告もありました。本研究でｈは、こ
のミラーニューロンの働きを利用し、参加者
が装置の中でマザリーズを聞くと、マザリー
ズを話すときと同様の脳活動を観測できると
考えました。音源には、マザリーズの典型例

として、きれいな声のマザリーズらしいマザ
リーズを収録しました。 
本研究ではさらに、個人差についても検証す
るため、参加者全員に 5大因子の性格検査を
行いました。特に、社交性や活動性を示す「外
向性」に着目して、マザリーズの脳活動との
関連を探りました。 
 
 
４．研究成果 
 

 マザリーズを聞いたときの脳活動を調
べた結果、子どもの言語発達に応じて母親の
脳活動も変化することが分かりました。参加
した6つのグループの中で一番マザリーズを
使うのは前言語期乳児の母親で、最も声高く、
特徴的なマザリーズを話します。それを反映
したように、言語野で最も高い脳活動を示し
ました。また、マザリーズの韻律だけでなく、
育児語に対しても言語野が強く反応しました。
面白いことに、同じ時期の乳児をもつ父親で
は脳活動が見られませんでした。今回参加し
た母親らは全員専業主婦で、父親とは育児に
携わる時間に差があるため、母親と父親の脳
活動の違いは、それぞれの育児時間の長さの
違いを反映している可能性が考えられました。
また、親の経験のない男女でも脳活動は見ら
れませんでした。（図1） 

図１ 
 
次に高い脳活動を示したのが、二語文期幼

児の母親です。彼女らが実際に子どもに話し
かけるとき、マザリーズの声高さは減ってい
ますが、まだマザリーズの韻律や育児語を使
う時期です。しかし、小学生の母親では、も
はや自分の子どもにマザリーズは使わず、脳
活動を観察してもマザリーズにまったく反応
しませんでした。すなわち、成人向けの言葉
と同じ程度にしか反応しませんでした。この
ように、母親の脳活動は、子どもの成長と共
に変化していくことが分かりました。（図2、
図3） 
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さらに本研究では、参加者全員の性格検査
を行い、社交性や活動性を示す「外向性」が、
マザリーズを聞いているときの脳活動にどの
程度影響するかを調べました。その結果、前
言語期乳児の母親らだけで、外向性が高い人
ほど発話運動にかかわる運動野が強く活動し
ました。（図4） 

図4 
 
 前言語期乳児は言葉を話せないにもかか
わらず、母親らの言語野が活動するというこ
とは、単なる気持ちの高揚でマザリーズを話
すのではなく、乳児に何とか言葉を伝えよう
している意図の表れであり、また、同じく発
話運動にかかわる運動野が活動したことか
ら、脳内ではシミュレーター（ミラーニュー
ロン）が働いていると考えられます。 
 今回得た知見は、普段マザリーズを話して
いる程度によって、母親の脳活動が変わるこ
とを示唆しています。また、性格によって脳
活動に違いがあることも明らかとなりまし
た。産後うつの母親はマザリーズを話さず、

平坦な口調になることが知られています。さ
らに、母親がマザリーズを話さないことで、
乳幼児へ悪影響を及ぼすことも示唆されて
います。マザリーズの脳機能解明により、産
後うつの診断や母親のメンタルヘルスケア
の技術開発に貢献するものと期待されます。 
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